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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

　当社は、コーポレート・ガバナンスを企業の重要課題であると認識しており、経営の透明性・公正性・迅速な意思決定の維持向上に努める

べく諸施策に取り組んでまいります。

１．経営の意思決定機関である取締役会は月１回の定例取締役会と必要に応じ臨時の取締役会を開催し、機動的且つ迅速な意思決定を行

っております。

２．監査役制度を採用しており、常勤監査役は取締役会（月１回の定例取締役会及び臨時取締役会）、役員会議（毎週１回開催）、経営会議

（毎月１回開催）には全て出席することを基本とし、さらにその他の社内の重要会議にも出席し、取締役の職務執行を十分監視できる体制を

とっております。

また、会計監査人との連携を密にし、監査結果の講評時には情報交換・意見交換を行っております。

３．社長直属の内部監査室を設置し、年間監査計画に基づき監査を実施しております。また、内部監査の結果について監査役、会計監査人

との連携のもと業務の改善、内部統制の効率化及び強化に寄与しております。

４．重要な法務的課題及びコンプライアンスに係る事項については、顧問弁護士に相談し、必要な検討を行っております。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

当社は、JASDAQ上場企業としてコーポレートガバナンス・コードの基本原則をすべて実施しております。

２．資本構成

外国人株式保有比率 10%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

津吹　憲男 2,461,800 14.85

阿部　昭彦 764,800 4.61

楽天証券株式会社 443,900 2.68

株式会社ＳＢＩ証券 393,100 2.37

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG （FE-AC）

（常任代理人　株式会社三菱UFJ銀行）
231,640 1.40

マネックス証券株式会社 129,134 0.78

藍澤證券株式会社 122,500 0.74

片野　忠彦 105,200 0.63

松井証券株式会社 104,900 0.63

深道　修一 101,100 0.61

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

１．上記「大株主の状況」は、2020年９月30日現在の状況を記載しております。

２．当社は、自己株式72株（0.00％）を保有しています。

３．「発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入しております。

３．企業属性



上場取引所及び市場区分 東京 JASDAQ

決算期 3 月

業種 卸売業

直前事業年度末における（連結）従業員
数

100人以上500人未満

直前事業年度における（連結）売上高 100億円未満

直前事業年度末における連結子会社数 10社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

　当社は、支配株主に該当する株主は存在しておりません。



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査役設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 9 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 社長

取締役の人数 5 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 1 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

0 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

深見　修 他の会社の出身者 △ ○

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

深見　修 　

深見修氏は、株式会社ネクスグループの
取締役であり、2018年３月31日現在の当
社の主要株主（議決権比率：14.9％）であ
りましたが、2018年5月24日に同社が保有
する当社株式の一部を売却したことに伴
い当社の主要株主に該当しないこととなり
ました（議決権比率：9.04％）。なお、2018
年6月1日において、同社の資金調達を目
的とし、同社が保有する当社株式の全て
を売却しております。また、同社との間に
は商品の販売等の取引関係があります。

深見修氏は、2017年１月17日付で当社代表で
ある津吹憲男氏、阿部昭彦氏と株式譲渡契約
書を締結した株式会社ネクスグループの取締
役であり、また当社と業務提携契約を締結した
株式会社フィスコ、株式会社フィスコIRの取締
役も兼務されており、IT業界を中心に多様な
マーケットにおいて、事業経営に関するその豊
富な経験と専門知識を有しておられることか
ら、社外取締役としての職務を適切に遂行いた
だけるものと判断し選任しております。

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

なし



【監査役関係】

監査役会の設置の有無 設置している

定款上の監査役の員数 5 名

監査役の人数 3 名

監査役、会計監査人、内部監査部門の連携状況

監査役と会計監査人の連携状況

　当社は、金融商品取引法に基づく監査契約をUHY東京監査法人と締結しております。

　監査役は、会計監査人の監査の時点及び監査結果の講評時点に情報交換や意見交換を行い、問題点がある場合は、その後改善状況を

フォローしております。なお、第17期営業年度におきまして資本金が５億円を超えたことにより、2006年６月開催の定時株主総会において

定款変更を行い、監査役を２名増員し、監査役会を設置いたしました。

監査役と内部監査部門の連携状況

　当社は、社長直属の内部監査部門として内部監査室を設け、専任者を配置しており、年間監査計画に基づき内部監査を実施しておりま

す。また、内部監査の結果について監査役、会計監査人との連携のもと、業務の改善、内部統制の効率化及び強化に寄与しております。

社外監査役の選任状況 選任している

社外監査役の人数 2 名

社外監査役のうち独立役員に指定され
ている人数

1 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k l m

細谷　僚一 他の会社の出身者

佐藤　宏 他の会社の出身者

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与

c 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

d 上場会社の親会社の監査役

e 上場会社の兄弟会社の業務執行者

f 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

g 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

h 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

i 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

j 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

k 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

l 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

m その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由

細谷　僚一 ○ 独立役員に指定しております。

細谷僚一氏は、NTTグループにおける取締役、
代表取締役としての豊富な経験により企業経
営を統治する見識を有しておられることから、
社外監査役として経営の監視や適切な助言を
いただけるものと判断し、社外監査役に選任し
ております。また、一般株主との利益相反の生
じる恐れがない立場にあり、独立性・中立性を
有しているため、独立役員に指定しておりま
す。



佐藤　宏 　 ―――

佐藤宏氏は、株式会社ネットマークス、ユニア
デックス株式会社における代表取締役、取締
役としての豊富な経験により企業経営を統治す
る見識を有しておられることから、社外監査役
として経営の監視や適切な助言をいただけるも
のと判断し、社外監査役に選任しております。

【独立役員関係】

独立役員の人数 1 名

その他独立役員に関する事項

　当社は、監査役細谷僚一氏を一般株主と利益相反が生じるおそれがない独立役員として、東京証券取引所に届け出ております。

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

ストックオプション制度の導入

該当項目に関する補足説明

　当社の取締役が株価上昇によるメリットのみならず、株価下落によるリスクまでも株主の皆様と共有することで当社取締役の企業価値向上への
インセンティブを高めることにより、当社の健全な経営を推進していくことを目的として、2019年５月23日開催の取締役会において、当社取締役（社
外取締役を除く。）に対してストック・オプションを付与することについてご承認をお願いするとともに、株式報酬型ストック・オプションとして交付され
る新株予約権の具体的内容のご承認をお願いする議案を2019年６月21日開催の第30回定時株主総会に付議し、決議いたしました。

ストックオプションの付与対象者 社内取締役

該当項目に関する補足説明

　当社の企業価値向上ならびに士気高揚による業績向上等を目的に、当社取締役向けインセンティブとして、ストック・オプションを付与しておりま
す。

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 個別報酬の開示はしていない

該当項目に関する補足説明

　有価証券報告書の「コーポレート・ガバナンスの状況等」において、以下の要領にて取締役及び監査役それぞれの報酬の総額を記載しており

ます。

１．2020年３月期における役員区分ごとの報酬等の総額及び対象となる役員の員数

　　　役員区分　　　　　　　　　　　　　報酬等の総額　　役員の員数

　　　取締役（社外取締役を除く）　　　60,794千円　　　　　　４名　　

　　　監査役（社外監査役を除く）　　　　2,400千円　　　　　　１名

　　　社外役員　　　　　　　　　　　　　　　3,750千円　　　　　　４名

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

　当社の役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針は、役員規定に定めております。株主総会が決定した限度内において

取締役会、監査役会がそれぞれ決定しております。

【社外取締役（社外監査役）のサポート体制】

　当社は、社外監査役を補佐する担当部門は設置しておりませんが、内部監査部門が連携をとりながら補佐する体制が整っております。

　社外監査役に対する情報伝達体制については、主に常勤監査役からされております。常勤監査役は、取締役会（月１回の定例取締役会

及び臨時取締役会）には全て出席することを基本とし、さらにその他の社内の重要会議にも出席しており、情報を収集、分析する体制が整

っております。



２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

（１） 取締役会

　当社の取締役会は、取締役５名（うち１名が社外取締役）で構成され、当社の業務執行を決定し、取締役の職務の執行を監督する権限を有して
おります。経営の意思決定機関である取締役会は月１回の定例取締役会と必要に応じ臨時の取締役会を開催し、機動的且つ迅速な意思決定を
行っております。

（２）経営会議

　当社の経営方針、経営戦略、事業計画等に係る重要事項については事前に役員並びに部所長からなる経営会議（毎月１回開催）におい

て議論を行い、その審議を経て執行決定を行っております。

（３）監査役会・監査役

　監査役会は、監査計画書を策定して計画的に監査を実施しております。監査役会は、監査役３名（うち社外監査役２名）で構成され、取締

役の職務執行を監査し、会計監査を含む業務全般を監査しております。監査役３名はやむを得ない事情がある場合を除き、全ての取締役会

に出席し、取締役の職務執行を十分監視できる体制をとっております。また、会計監査人との連携を密にし、監査結果の講評時には情報交

換・意見交換を行っております。

（４） 内部監査室

　内部監査業務は、社長直属の内部監査室を設置し、年間監査計画に基づき監査を実施しております。また、内部監査の結果について監査

役、会計監査人との連携のもと業務の改善、内部統制の効率化及び強化に寄与しております。

（５） 会計監査人

　当社は、金融商品取引法に基づく監査契約をUHY東京監査法人と締結しておりますが、同監査法人及び当社監査に従事する同監査法人

の業務執行社員と当社との間には特別の利害関係はありません。

　・業務を執行した公認会計士の氏名及び継続関与年数

　　指定社員 公認会計士 谷田 修一 （継続監査年数３年）

　　指定社員 公認会計士 安河内 明 （継続監査年数３年）

　・監査証明業務に係る監査従事者の構成

　当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士 ５名、その他 ５名であります。

（６） 役員報酬の決定方法等

　取締役及び監査役の報酬の決定については、株主総会の決議によって報酬総額を定めております。各役員の報酬金額については、取締

役については取締役会で決定し、監査役については監査役会で決定しております。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

　当社は、取締役による迅速かつ的確な意思決定を行える体制と同時に、業務執行の状況が監督できる体制が重要と考えております。

　また、当社の社外取締役１名及び社外監査役２名は、当社との間に特別な利害関係がなく、企業経営、組織運営、財務及び会計に関する豊富
な経験と高い見識を有しており、当社の経営陣から独立した立場で取締役会等に出席することで、当社の取締役の業務執行の把握に努めており
ます。

　社外監査役を含む監査役会については、内部監査部門、会計監査人と連携し、取締役の職務の執行を厳正に監督することにより、経営の透明
性向上と客観性の確保が可能であると判断しているため、現状の体制を採用しております。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

集中日を回避した株主総会の設定 いわゆる「第一集中日」を避けた株主総会日の設定

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有
無

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

第2四半期（11月）及び期末（５月）に決算説明会等を開催し、代表取締役社長
より、アナリスト・機関投資家の皆様に、決算内容や事業の概況並びに今後の
中期的な事業展開等について説明しております。

あり

IR資料のホームページ掲載
有価証券報告書、決算短信及び説明会資料等を開示後速やかにホームペ

ージに掲載しております。

URL http://www.terilogy.com/company/index.html

IRに関する部署（担当者）の設置
IRに関する担当者として、経営管理部に広報宣伝・IR担当を設置しておりま
す。

その他 国内機関投資家との個別ミーティングを随時実施しております。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施
2005年９月にISMSの認証を取得し、2007年３月に環境ISO14001の認証を取得いたしまし

た。

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

当社は、今後も更なる充実を目指し、積極的な情報開示に努めるとともに、経営の透明
性、

客観性の確保と業務執行力の強化を図ってまいります。



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

　当社取締役会は、会社法の施行を受け、取締役の職務および会社業務の適正を確保するため、内部統制システム構築の基本方針を決

定し、同時に関連する社内規程の整備を開始しております。

１．取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

　当社は、企業倫理を高める施策を講じるとともに、取締役会を定時はもとより必要に応じ随時開催して取締役の意思疎通を図り業務執行を

監督する。

　取締役は他の取締役の重大な法令違反およびその他コンプライアンスに違反する重要な事実を発見した場合は、監査役及び取締役会に

遅滞なく報告する。

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　（１）取締役の職務執行に係る情報については、役員規程に基づき機密保持に留意し、正確かつ確実に保存・管理することとし、定められ

た範囲で閲覧可能な状態を維持することとする。

　（２）情報の保存については保存媒体に応じて適切かつ検索性の高い状態で保存・管理することとし、必要に応じて10年間は閲覧可能な

状態を維持することとする。

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　（１）リスク管理体制については、リスク管理規程およびリスク管理マニュアルを策定し、リスク対応ならびに手順等を定め同規程に従ったリ

スク管理体制を整備する。

　（２）当社はリスク管理を有効に行うためリスク管理委員会を設置し、当社の業務執行にかかるリスクとしてリスク管理規程に掲げたリスク

を認識し、その把握と管理についての体制を整備する。不測の事態が発生した場合には、迅速に対策本部を設置し、必要に応じて外部アド

バイザリーチームを組織し迅速な対応を図り、損害の拡大を防止しこれを最小限にとどめることとする。

４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　（１）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎として、取締役会を月１回定時に開催するほか、必要に

応じて臨時に開催するものとする。

　（２）当社の経営方針、経営戦略、事業計画等に係る重要事項については事前に役員並びに部所長からなる経営会議において議論を行

い、その審議を経て執行決定を行うものとする。

５．使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

　（１）コンプライアンス体制の基礎として、「コンプライアンス基本方針」及び「コンプライアンス基本規程」を定める。社長を委員長とするリスク

管理委員会において、コンプライアンスを含む内部統制システムの構築・維持・向上を推進するとともに、全社員を対象としてコンプライアンス

についての研修を実施する。

　（２）取締役は、当社における重大な法令違反その他コンプライアンスに関する重要な事実を発見した場合には直ちに監査役に報告するも

のとし、遅滞なく経営会議において報告するものとする。

　（３）内部監査部門として執行部門から独立した内部監査室を設置する。

　（４）法令違反その他のコンプライアンスに関する事実について社内通報制度を整備し、社内通報規程に基づきその運用を行うこととする。

　（５）監査役は当社の法令遵守体制及び内部通報制度の運用に問題があると認めるときは、意見を述べるとともに、改善策の策定を求める

ことができるものとする。

６．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことに関する体制と当該使用人の取締役からの独立性に関する事項

　（１）監査役の職務を補助すべき使用人として監査役が求めた場合は、当社の使用人から監査役補助者を任命することとする。同補助者

の任命については監査役会の同意を得たうえで、取締役会が決定するものとする。

　（２）監査役補助者の人事異動、人事評価、懲戒に関しては監査役会の同意を得るものとする。

７．取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する体制及び監査役の監査が実効的に行われるこ

とを確保するための体制

　（１）取締役および使用人は会社に著しい損失を与える事実、役職員の不正行為、法令・定款違反行為を発見したときは、監査役に遅滞な

く報告するものとする。

　（２）監査役は必要に応じいつでも取締役及び使用人に対し報告を求めることができるものとする。

　（３）監査役が、会計監査・内部監査人と連携・協力して監査を実施することを積極的に支援する。

　（４）監査役が、その職務遂行に当たって、必要と認めるときは、弁護士及び会計監査人等外部の専門家を活用することを積極的に支援す

る。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

　当社は、当社が企業活動を実施するにあたり、法令を遵守し社会倫理に従って行動することを確認するとともに、役員および社員の基本的

な行動規範を定めております。

１．当社は、全役員・全社員が遵守すべき普遍的な規範として定めた「企業倫理憲章」及び「行動規範」において「社会的正義の重視」を明記し、社
会的秩序や健全な企業活動を阻害する恐れのある反社会的勢力とのかかわりを一切持たないことを基本方針とする。

２．反社会的勢力に対する対応については、コンプライアンス基本規程に基づき、総務・人事部門を担当窓口として所轄警察署、顧問弁護士など
外部専門機関との密接な連携のもと、情報収集と適切な助言・協力を確保できる体制を整備している。

３．全役員・全社員は、反社会的勢力に対して常に注意を払うとともに、不当要求など何らかの関係を有してしまった時の対応についてはコ

ンプライアンス基本規程・リスク管理規程に則り、担当窓口・リスク管理委員会を中心に外部専門機関と連携して速やかに関係を解消する体制を
確立している。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

―――

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

当社の会社情報の適時開示に係る社内体制の状況は、下記のとおりです。

１．会社情報の適時開示に関する当社の方針

　当社は、金融商品取引法及び東京証券取引所の定める適時開示規則を厳守し、株主、投資家及びその他のステークホルダーに対して、

迅速、正確かつ公正な会社情報の開示を適切に行ってまいります。

２．適時開示に係る責任者及び担当部署

　当社は、情報開示に関する主幹部門を経営管理部としており、当社の各部門と密接な連携のもとに情報の把握に努めるとともに、把握した情

報をとりまとめ、毎週１回開催する役員会議において情報開示担当役員に報告しております。

３．会社情報の適時開示に係る社内体制の状況

　（１）「決定事実に関する情報」

　重要な決定事項については、毎月１回開催する取締役会において決定しており、必要に応じ臨時取締役会を開催し決定しております。決

定事項の開示については、各部門からの事前の報告等に基づき、情報開示担当役員が関係者と協議のうえ、東京証券取引所の適時開示

規則に従って開示の必要性を検討し、開示が必要と判断された場合、経営管理部 広報宣伝・IR担当にて開示資料を作成し、取締役会で決議後、

速やかに開示を行います。

　（２）「発生事実に関する情報」

　重要事実が発生した場合、情報は情報開示担当役員に伝達され、情報開示担当役員が関係者と東京証券取引所の適時開示規則に従っ

て開示の必要性を検討しております。また、開示が必要な場合、取締役会の決議を経て、経営管理部 広報宣伝・IR担当にて速やかに開示を行

いますが、緊急を要する場合、迅速な開示を行うために情報開示担当役員が開示に関する決定を行います。

　（３）「決算に関する情報」

　決算に関する事項については、経営管理部 経理・財務グループが担当し、決算財務数値及び定性情報をとりまとめ、情報開示担当役員に報

告、承認の後、監査役及び監査法人の承認を得て、取締役会で決定し、速やかに開示手続きを行っております。

以上の体制の下、提示情報の正確性及び適切性の維持向上に努めます。






